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遺
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の
年
代
　
縄
文
時
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を

一
四
世
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７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

千
代
川
遺
跡
は
、
亀
岡
盆
地
北
西
部
の
行
者
山
北
東
麓
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
の
地
に
国
道
九
号

バ
イ
パ
ス
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、　
一
九
八
〇
年
度

に
京
都
府
教
育
委
員
会
が
、　
一

九
八

一
年
度
以
降
は
働
京
都
府

埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ

ー
が
引
き
継
い
で
当
該
遺
跡
の

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
の
結
果
、

各
時
代
の
建
物
や
濤
等
の
遺
構

の
ほ
か
、
遺
物
も
多
数
出
土
し
、

少
な
く
と
も
縄
文
時
代
後
期
か

ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
非
常
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
集
落
跡
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
千
代
川
遺
跡
の
北
半
部
に
は
、
「国
司
牧
」

「学
堂
」
と
い
っ
た
小
学
名
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
丹
波
国
府
の
比
定
地

に
も
な

っ
て
い
る
。　
一
九
八
七
年
度
の
調
査
地
は
、
国
府
推
定
域
の
西
辺
部
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
丹
波
国
府
関
連
遺
構
の
存
在
が
予
想
さ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
三
棟

。
濤
二
条

・
井
戸

一

基

・
鎌
倉
時
代
の
掘
立
柱
建
物
四
棟
、
そ
の
他
時
期
は
不
詳
で
あ
る
が
、
自
然

流
路
二
条
を
検
出
し
て
い
る
。
木
筒
は
、
こ
の
自
然
流
路
か
ら
出
土
し
た
。
こ

の
流
路
か
ら
出
上
し
た
遺
物
に
は
、
鎌
倉
時
代
の
も
の
が
比
較
的
多
く
、
木
簡

の
示
す
年
代
と
は
相
違
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
文
字
資
料
と
し
て
、
井
戸
か
ら

「吉
」
「大
□
」
と
い
っ
た
墨
書

土
器
が
五
点
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
過
去

一
二
次
に
及
ぶ
調
査
で
は
、
木
簡

と
同
時
期
と
思
わ
れ
る

「福
敷
」

「平
貴
」

と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
出
土
し

て
い
る
。
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比
較
的
大
き
め
の
材
を
用
い
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
裏
面
は
削
ら
れ
た
痕
跡

が
明
瞭
に
残

っ
て
お
り
、
か
つ
て
は
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

墨
痕
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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献

(京都西北部)
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当
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明
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木
簡
出
土
遺
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の
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要

矢
谷
遺
跡
は
、
板
生
谷
と
呼
ば
れ
る
谷
の
ほ
ぽ
最
奥
部
に
あ
り
、
独
川
左
岸

側
の
尾
根
の
比
較
的
緩
か
な
傾
斜
の
突
端
に
位
置
す
る
。
地
表
に
日
縁
部
を
露

出
し
た
陶
質
の
重
の
中
に
、
銅

鏡

一
面
の
表
裏
を
保
護
す
る
よ

う
な
形
で
二
枚
の
杉
材
の
円
板

が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
円

板
か
ら
文
字
が
発
見
さ
れ
た
。

重
は
口
縁
の
つ
く
り
か
ら
鎌
倉

石

時
代
末
頃
の
も
の
と
み
ら
れ
、

硼

一匠
を
埋
め
る
た
め
の
施
設
な
ど

は
み
ら
れ
ず
、
地
出
に
直
接
埋




